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「自分の健康は自分で守ろう！」を合言葉に「健康づくり推進員」「健康づくり人材バンク」
「健康づくりはつらつメンバー」を三本柱として、あらゆるライフステージにおける市民等の

主体的で継続的な健康づくりを、専門的かつ地域との連携によりサポートしています。 

 

 
 
「自分の健康は自分で
守ろう」を合言葉に、
自ら健康づくりを意識
した生活を実践する武
蔵野市民を応援する登
録制度。 

更に、ご家族やまわり
の方にも健康づくりを
広めていただくことも
目指す。 

※メンバー特典あり・
無料 

 
健康づくり講座等の
講師や指導者として、
健康づくりを専門的
に支援。 

保健師、管理栄養士、
歯科衛生士、健康運
動指導士等の専門的
知識を有する方々が
登録。 

 

市民の皆さまと健康づくり支援センターをつなぐ懸け橋。 

皆さまの身近な地域に密着した健康づくりのお手伝いをしながら、ご自身も健康に！ 

主な活動は、健康づくり講座の企画開催、健康づくり情報の発信、地域との関係の推進による健康づくり等。 
  

● 論点１：市民が主体的に健康づくりに取り組むことができる環境づくりの推進 

健康づくりの三本柱 



論点１：市民が主体的に健康づくりに取り組むことができる環境づくりの推進 

健康づくり推進員、健康づくりはつらつメンバー、健康づくり人材バンク  

○健康づくり推進員 
登録者：19人（H29.4月） 

○健康づくりはつらつメンバー 
登録者：2,877人（H29.３月末） 

○健康づくり人材バンク 
登録者：76人（H29.３月末） 

健康づくりをトータル（栄養・運動・生活
習慣病等）、かつ、効果的に推進するため
の経験豊富な専門家による支援を実施。 

事業、講座の例 



●論点２：妊産婦と乳幼児のいる家庭への支援の充実 
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【保健師などによる相談体制の強化】 
 
・平成28年度より保健センターによる交付について
ホームページで周知を徹底 
・相談体制の強化のため、市民課で交付していたも
のを専門職がいる子ども家庭支援センターに変更 
・平成29年度より、保健センターに専任の保健師・助
産師を配置し、妊娠届出時の相談機能を強化 
・妊娠から子育てまでの見通しが立てられるよう、一
人ひとりの状況に寄り添う支援を実施 
・妊娠中の不安にこたえるため「マタニティ安心コー
ル」を開設 
・産科医療機関及び子育て関係機関と連携を強化 

母子健康手帳の交付状況・相談体制  



● 論点３：健康寿命・予防を重視した施策の推進 
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【メタボリックシンドローム基準該当年齢別出現率の比較（30～74歳）】 

平成28年度健康診査結果データより 

メタボリックシンドローム基準該当 
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第４期武蔵野市健康推進計画策定

にあたっての論点p.15グラフの詳細 

メタボリックシンドローム基準該当・予備群該当の状況  

30歳代前半より

40歳代前半の

方が6.1倍多い 
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● 論点３：健康寿命・予防を重視した施策の推進 

第４期武蔵野市健康推進計画策定

にあたっての論点p.15グラフの詳細 



●論点３：健康寿命・予防を重視した施策の推進 
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健診の内容 
健診の区分 

30歳～39歳 40歳～74歳 75歳以上 

特
定
健
康
診
査
に
相
当
す
る
健
康
診
査 

基
本
的
な
健
診
の
項
目
 

既往歴の調査（服薬歴及び喫煙習慣の状況に
係る調査を含む） 

○ ○ ○ 

自覚症状及び他覚症状 ○ ○ ○ 

身体計測 ○ ○ 
○ 

（腹囲測定は除く） 

血圧 ○ ○ ○ 

血中脂質検査 ○ ○ ○ 

肝機能検査 ○ ○ ○ 

血糖検査 ○ ○ ○ 

尿検査 ○ ○ ○ 

武
蔵
野
市
独
自
の
追
加
健
診
項
目 

詳
細
な

健
診
の

項
目 

貧血検査 ○ ○ ○ 

循環器検査 ○ ○ 

そ
の
他
の
血
液

検
査
 

総コレステロール定量 血清尿酸 ○ ○ 

血清クレアチニン 尿素窒素 ○ ○ 

ＣＲＰ 総蛋白 ○ ○ 

血清アルブミン ＡＬＰ ○ ○ 
肝炎ウイルス検査（Ｂ
型・Ｃ型） 

胃がんハイリスク検査 ○ ○ 

尿検査 ○ ○ 

大腸がん検診 ○ ○ 

上部消化管Ｘ線（65歳以上） ○ ○ 

胸部健診（胸部Ｘ線直接撮影） ○ ○ ○ 

眼科健診 ○ ○ 

健康診査の実施内容  



●論点４：市民の生命と健康を守る医療体系の確保・充実  

吉祥寺地区の病院機能（武蔵野市地域医療構想（ビジョン2017）より） 



●論点４：市民の生命と健康を守る医療体系の確保・充実  
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武蔵野赤十字病院の現状（武蔵野市地域医療構想（ビジョン2017）より 



●論点５：多様な健康危機への対応  
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・武蔵野市では、平成19年11月に「武蔵野市新型イ 
 ンフルエンザ対策行動計画」を策定し、新型インフ 
 ルエンザ対策を推進してきた。 
 
・平成25年４月の特措法の施行により、平成25年 
 ７月に「武蔵野市新型インフルエンザ等対策本部条 
 例」及び「武蔵野市新型インフルエンザ等対策本部 
 条例施行規則」を施行した。 
 
・市行動計画は、特措法に基づき、市の新型インフル 
 エンザ等対策に関する基本方針及び市が実施する 
 措置等を示すとともに、病原性の高い新型インフル 
 エンザ等への対応を念頭に置きつつ、発生した感 
 染症の特性を踏まえ、病原性が低い場合等さまざま 
 な状況で対応できるよう、都の行動計画に準じて、 
 市の対策の基本的な方針を示すものである。 

新型インフルエンザ対策  



●論点５：多様な健康危機への対応  
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武蔵野いっとき避暑地 

【市内56か所】 

コミュニティーセンター 

テンミリオンハウス 

図書館、市政センター 

子ども関係、福祉関係 

              施設など 
熱中症対策事業 

・熱中症予防講演会 

・熱中症対策庁内連携会議 

                                                                        

                   

熱中症対策  



●論点５：多様な健康危機への対応  

12 

さ災害時医療救護の流れ 

災害時医療救護対策（地域防災計画より）  


